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□ 会員やボランティアが、事業に参加・参画することが多い。

□ 会員やボランティアが、事務所に訪れることが多い。

□ 総会以外に、会員やボランティアが参加する会議がある。

□ 定期的に、会員やボランティアへ情報誌やメルマガ等で、組織

の情報を届けている。

□ 会員やボランティアから、活動の感想を聞くことが多い。

□ 入会案内のパンフレットを作ったり、ホームページで募集する

など、会員・ボランティア募集の場をつくっている。

□ 会員拡大やボランティアの参加・参画を進めるための方針が、

理事やスタッフ間で共有されている。

□ 新規会員やボランティアに対して、どのようなプログラムに関

われるか、希望を聞いたり説明する場がある。

□ 会員募集やボランティアの参加・参画をすすめる役割を持つ

スタッフがいる。

□ 会員やボランティアが、企画段階から参画できるプログラムが

用意されている。

□ 機関誌、ニュースレターを発行している。

□ 団体のパンフレットを作っている。

□ ホームページを作っている。

□ ブログを作っている。

□ 定期的にメールマガジンを発行している。

□ 事業報告書を発行している。

□ 組織のミッションや目指していることを公開している。

□ 会計報告を公開している。

□ 事業計画・事業報告を公開している。

□ 組織の近況などを公開している。

□ 活動への参加や賛同していただきたいことを公開している。
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□ 組織のミッションへの共感者・理解者を増やしたい。

□ 活動内容やサービスの質や量を高めたい。

□ 新たな発想を取り入れたい。

□ 組織内に新たな風を入れ、活気ある雰囲気をつくりたい。

□ 何か活動をしたいと思っている人の受け皿になりたい。

□ 地域住民の学びの場、交流の場を提供したい。

□ その他（具体的に記入してください）。

どんな人に？どんな役割を？

直接的に
組織に関わる人

以下のシートへ自由に記入してください。

間接的に
組織に関わる人

以下のシートへ自由に記入してください。
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●パワフルな人に出会ったとき ●思いが同じ人と一緒に活動するとき ●仲間から励まされたとき…など

●自分の提案に多くの賛成を得られたとき ●思いに共感してもらえたとき…など

●企画に最初から関われるとき ●役割を任されたとき ●得意分野を任されたとき…など

●褒められたとき ●周りの人から信頼されたとき ●ありがとうと言われたとき…など

●課題があるとき ●新しいことに挑戦するとき ●怒りを感じ何とかしたいと思ったとき…など

●目標が明確になったとき ●目途が立ったとき ●成果が表れたとき…など

●意見が衝突したとき ●思いが異なる人と一緒に活動するとき ●仲間が勝手に仕事を断るとき…など

●自分の提案を否定的に言われたとき ● 思いに共感してもらえなかったとき ● 一人だけでやっているとき
…など

●自分のやりたいことをできないとき ●自分の持ち味を出せないとき ●苦手なことをやっているとき…
など

●思っていた以上に成果が認められないとき ●思い通りいかないことが続いたとき ●感謝されないとき
…など

●理由が分からず、ただやらされるとき ●一方的に指示や命令をされるとき…など

●自分の考えがまとまらないとき ●やっても目途が立たないとき ●ミスしたとき…など



設立の経緯：1998年度に高知県庁がNPO関係者で構成する｢NPO支援策検討会｣で意

見を聞きながら｢高知県社会貢献活動支援条例｣を策定。その計画の一つとして、NPO

支援センターを高知県社会福祉協議会内に設置することを決定。1999年10月｢高知県

NPOセンター｣開設に至る。高知県社協では、1994年より運営していた｢高知県ボラン

ティアセンター｣と併設。2001年4月から両センターを統合し、名称も｢高知県ボランテ

ィア・NPOセンター｣とした。

目的：市民社会の実現を目指し、NPOやボランティア活動の活性化を図るために、それ

らに取組む人々のサポートや活動しやすい環境づくりを行う。

1994年に高知県社会福祉協議会の職員
になり、1997年から高知県ボランティア
センター担当。1999年10月高知県社会
福祉協議会内に高知県ボランティア・
NPOセンターを開設したのと同時にNPO
支援を専門に担当する。


